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　米国政府は、2012 年 3 月、ビッグデータの利活用を目的とした研究開発イニシアチブ














































































































































































プの大きさが 2000 年の 10 mm2
から 2010 年の 2〜3 mm2 以下へと
小型化し、平均販売価格は 2000
年の約 240 円以上から 2010 年の
約 56 円程度へ低価格化した。ま
た、センサーにより収集等した






● 2012 年 7 月 30 日に開催された第 103 回総合科学技術会議本会議の参考資料 1–2 参考 2「平成
25 年度　重点施策パッケージの重点化課題・取組」4）に重点化取組のひとつとして「大規模情
報（ビッグデータ）の利活用の基盤技術の開発・標準化・普及促進」がある。


























































































1 000 000 000 000 䝋䜽䜳䝌䝇䝛䝕䝁䜷䝷䛴HDDᐖ㔖ౚ(1TB)
⡷ᅗ㆗ఌᅒ᭡㤃䛴2011ᖳ䛴཭㞗䝋䞀䝃㔖235TB
䜲䜰(Giga)



































　2012 年 6 月 5 日に平野博文文




























































































































































評議会（President’s Council of Advi-
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注3：1000 ゲノムプロジェクトは、2008 年に開始した public-private コンソーシアムであり、世界中の













































































































　DoE は、5 年間で 2500 万 US＄
をファンディングする一部として、
Scientific Discovery Through 
Advanced Computing（SciDAC）
プログラムを通して SDAV 研究
所（Scalable Data Management, 
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に、テラ FLOPS（Floating point 






















る。 す で に、John Wesley Powell 























and Information Technology 
Research and Development）プ
ロ グ ラ ム に 基 づ い て 行 わ れ て
い る。NITRD に は 15 の 政 府
機関が参加し、8 の個別研究分









（Supplement to the President’s 
Budget）が発行されている。
　ビッグデータに関しての上級運
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米国政府のビッグデータへの取り組み




























































（all hands on deck）”取り組みが
必要」と語っている32）。現に例え






















tĞď᝗ሒ෕┷䜊ິ⏤ 䝦䝒䛴䜿䝷䜹䞀᝗ሒᕠኬ䛰ᩐೋ䝋䞀䝃䝗䝇䜴䝋䞀䝃 ኣ⛸ኣᵕ䛰ฦ㔕䛭䛴౮ೋ๭ฝ㜭ⅇᑊ➿䚮೸ᗛ⟮⌦䚮ᆀ⌣⎌ሾ⥌ᣚᨭၻ䛰䛯▩ ౮ೋⅇᐐ䛴ฦᯊ䜊㆑࿈⯗✭ᶭ࿔䜐䛴Ẵᅸ䛮Ὦ㏷䜳䝰䜼䝇䝌䜯䞀䝍䛴୘ḿฺ⏕ᒓṌ䛴ฦᕱ㐿ఎⓏ䜦䝯䜸䝮䜾䝤䛴゛⟤㐛⛤䜱䝩䝰䞀䜻䝫䝷䝿ྊち໩ ὕᐳ䛮▩ᜠ䛴ᘤฝฝ඼䠌ྊち໩⏤㟻䛵䚮䛐Ⲍ䛴ỀዥᏄኬᏕ 䜻䝣䝩䝰䞀䜻䝫䝷⛁Ꮥᩅ⫩◂✪䜿䝷䝃䞀䟺⌦Ꮥ㒂᝗ሒ⛁Ꮥ⛁ ௿⸠◂✪ᐄ䟻䛴tĞď䝞䞀䜼䛑䜏
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情報・データを入手できるサイト






































































































NSF は、この合意を SAVI（Science 
Across Virtual Institutes）アワー
ド の ひ と つ で あ る「GLOBAL 
RESEARCH ON APPLYING 
IT TO SUPPORT EFFECTIVE 
DISASTER MANAGEMENT 
（GRAIT–DM）」 に「MEXT and 
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野村　稔
科学技術動向研究センター　客員研究官
http://www.nistep.go.jp/index-j.html
企業にてコンピュータ設計用 CAD の研究開発、ハイ・パーフォーマンス・コン
ピューティング領域、ユビキタス領域のビジネス開発に従事後、現職。スーパーコン
ピュータ、LSI 設計技術等の科学技術動向に興味を持つ。現在、科学技術イノベーショ
ン政策における「政策のための科学」に関する研究に従事し、研究開発のもたらす社
会的・経済的効果の定量化・可視化に取り組んでいる。
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